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ワイスコップ：

”それは典型的なボーアです．彼は力と活動力と情熱の巨人でした．そしてこれ

は伝染性のものでした．彼と接することになった誰もが彼の活動力の幾分かを授かり

ました．’

ボーアは共同研究にふさわしい人々を選ぶとなると，天賦の特殊な直感力を

もっていて，彼等自身の成長に合わせて仕事を始めさせた．研究所と関連をもつ

ことになった人々の多くは，後に科学に対する人；きな貢献をし，物理学のみならず，

生物学また化学におけるノーベル賞を受けたのである．

ワイスコップ：

ボーアにはたいへん興味ある仕事のやり方がありました．彼はいつもある人，

我々は仲間うちで「犠牲」と言っていましたが，これを選びました．その「犠牲」は一日

中ボーアとともに座っていなければなりませんでした． 9時には遅刻せずに行っていて，

彼とまさに生活を共にすることになります．時にはボーアの住むカールスベリまで行き，

そこで座っていなげればなりません．ボーアはテープルのまわりを歩きまわり，彼のアイ

ディアを議論します．そしてそれを書き下ろすのを手伝わせるのでした．彼の思考は，内

容に形をつけようと試みるときになされたのです．そごで私は興味深いエピソードを一つ

覚えています．私はボーアと仕事をしていました．夕方 6時になり，私は帰宅せねばなり

ませんでしたが，ボーアはまだ私と議論したい問題をもっていました．それで，彼は私と

一緒にもっとも近い市電の駅にでかけました．それは「カールスベリ 6番」でしたが，

ー そごで私は覚えています一我々はその間ずっと話しつづけていました．市電が

来て止まり，私はステップに乗りましたが，ポーアはまだ話しつづげていました．所で，

ご存知のとおり．市民はボーアをたいへんよく知っています．彼は有名な人物，かつコベ

ンハーゲンでは非常に尊敬を受けている人物ですので，電車はまさしく待ったのです．誰

も一言も言いませんでした．電車はボーアと私が議論を終えるまで待ちました．そこで私

は車内に入り，ボーアは帰宅しました．そして人々は私をめずらしい人間で‘あるかのよう

に眺めました．”

研究所における次の追求は，核の構造を明らかにすることであった．ボーアは

液体噴流の振動に関する仕事をしていた時に得た経験を利用した．彼は核が液滴

に似た特性をもっているかも知れぬごとを示唆した．必要だったものは，核のより

詳細な研究を可能にする巨大，複雑な装置だった．陽子加速のための 100万ボルト

の高電圧発生器とサイクロトロンが研究所内に建設された．ごれらの装置によって，

ーゥの元素を他の元素に転換することが可能だったのである．錬金術師の古代の夢が

真実となったのではあるが，物理学者の興味は核反応にあった．



ワイスコップ。：

”我々は原子の量子力学で学んだものを，核の量子力学に適用することができま

した．それは，はるかに小さい寸法，かつはるかに高いエネルギーにおける一種の繰り返

しの作業でした．そしてごの発展が核分裂の発見を導いたのです．”

ヨーロッパには不安の徴候があった．ナチスがドイツを掌握した．

ナチスの人種法（ユダヤ人弾圧の法律）がすべての人々を激怒させつつあった．

またこれは，ボーアの国際的協力と聞かれた心という考え方とはまったく逆の方向の

ものであった．彼の母方からいえば，彼自身ユダヤの家系に属していた．それで彼は

ユダヤ系科学者がドイツから出国するのを助けた．ヘウeエシーは研究所にもどった．

さらにボーアはハンブルクの非常に若い科学者オットー・ロベルト・フリッシュを

呼び寄せた．ドイツがオーストリアを併合したときに，ベルリンで

オットー・ハーン， F.ストラスマンと一緒に仕事をしていたオーストリアの原子

物理学者リーゼ・マイトナーはスエーデンに逃れた．彼女の甥オットー・フリッシユ

はスエーデンの彼女を訪れた．その後，ハーンとストラスマンが成功しなかった実験

を一緒に続け，ともかくもウランの核分裂を実現，かっ証明した．核が液滴の形を

とる可能性があるごとはボーアのアイディアであり，これが彼等に説明を与えた．

ボーアはプリンストン大学に向けてまさに出発しようとしている時に，

この良いニュースを聞いた．

エリク ボーア：

’この旅は若者には魅力のあるものでした．兄弟たちのおのおの一人が，両親と

旅行する機会をもっというのが，私の両親の意志でした．それで兄弟たちはそれぞれそれ

を実現させました.1939年に，その春に私の番が来ました．私は1938年にちょうど大学生

になったばかりでした．もちろん私は自分でこの旅行の準備をしました．そして両親に

とっては便利な付添人でした．なぜなら私はタイピングの課程をとっていたし，下宿生活

でスーツケースに物を詰め合わせる方法も教育されていたので，衣類をあまりじわをつけ

ずにしまえました．私はこの旅行では，スーツケースの詰め合わせもせねばならず，

秘書，助手，友人，かつ息子でした．我々の出発直前，フリッシュが来て，マイトナーの

核分裂のアイディアを父に知らせました．父はすぐに話が分かつて，いままで我々は何と

も愚かなことだったと言い，ごのニュースを携えて出発しました．”

ホイーラー：

”ボーアは量子論の講義をするためにプリンストンに来るつもりでした．誰もが

それを待ち望んでいました．なぜなら，それによって我々は量子の問題について，ボーア

とアインシュタインの聞に何等かの合意ができるだろうと希望していたからです．ボーア

がコベンハーゲンを出発しプリンストンに向かう直前に，核分裂発見のニュースを知らさ

11 



12 

れただろうとは誰も知りませんでした．”

エリク ボーア：

’これらの日々は父にとってたいへん苦労の多いものでした．なぜなら，今や

核分裂について仕事を始めなければならなかったからです．それとともに父はまた正当な

権利のある人々の功績が保証されるための努力を始めました．それは，マイトナーと

フリッシュが，この件に関する彼等のアイディアに対して当然もつべき権利を得られなく

なりはしないか心配になったからです．

オッ卜ー・フリッシュは核分裂についての民初の試みをコベンハーゲンで

行い，ポーアに知らせた．

ホイーラー：

’我々の仕事は，核が二つに割れるということが如何にしておこり得るか，また

その確率がエネルギーにどう依存するかということに関連していました．ボーアがつぎつ

ぎともちだす考えはすばらしいものでした．彼は最初に，一一つの見方で 考え，つづいて

もう一つの見方で考えました．こうして，我々はほとんど毎日若干の時間を共に過ごしま

した．しばしば彼は結論を目立つ言葉で述べて書きとらせようとしました．黒板に向かつ

て，彼はチョークが指の間でつぶれて破片が床におちる程の力をこめて書こうと

しました．原子核の分割を表現するのに「fission」より良いと忠われる言葉を，あらゆ

る辞書で調べ上げるべく，夜遅く Fine Ha 11内の階段を，最上階にある図書室まで一緒

にかけのぼったことを，手ムはJ思い出すことができます．結局は「fission Jということは

のままにしておくことにきめたのですが．”

ホイーラー：

’1939年 3月16日，ボーアは雪の朝，朝食のあと，ローゼンフェルトには一言も

言わず，プリンストン大学のキャンパスを歩いていました．彼は朝食のとき

ローゼンフェルトには「解けた，解けた」と〆岩げでありましたが， FineHallに着いて

黒板に核分裂の説明を図で書くまでは一言も言いませんでした．さてまた，形式的には

アインシュタインに属する部屋で，核の連鎖反応を作る方法についてのアイディアをもっ

ていたユージン・ウィグナー，レオ・シラード，それにテラー，私自身，ボーアの非公式

会議が行われました．その時にボーアが，賛意を表しつつ，次のように言ったのを覚えて

います：「イエス，もしウラン 235をウラン 238から分離することができるとすれば，原

理的には爆弾を作るごとは可能でしょう．しかし， そうするには，一国の総力を必要と

することになりましょう」．もちろん， 爆弾のアイディアは多分に漠然としたものでし

た．爆弾のアイディアはまえからもあったものです.H.G.Wellsは，第二次世界大戦の



はるか以前に，ある種の爆弾が戦争において決め手になったという小説を書いています．

その上奇妙なことには，信じられぬ程の先見の明ですが，その爆弾の材料はウランだった

のです．

ボーアがデンマークに帰る前に第二次世界大戦が勃発した．ボーアは

アメリカでの仕事の申し出を受けたが帰国を希望した．
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（第二部）

ポーアは帰国したが、そのとき研究所は無人であった。外国人研究者は戦争が始まっ

たためにほとんど去っていた。戦争で毒ガスが使われるおそれがあり、ボーアは彼の

研究所を利用して被害者の手当のための設備をつくらせた。

1940年4月9日、デンマークはドイツ軍に占領された。ボーアはデンマーク政府に

要求してドイツのユダヤ人圧迫の法律を拒否させた。彼の親しい友人ハイゼンベルク

はドイツを離れなかった。カール・フリードリヒ、ワイツェッカーとともに、彼はド

イツの原子爆弾研究にたずさわっていた。 1941年に、ワイツェッカーとハイゼンベル

クはコペンハーゲンに来て、講演をした。そしてハイゼンベルクはポーアを訪問した。

ワイツェッカ－：

“われわれはドイツで原子力の研究をしていました。われわれは1941年当時は、爆弾製

造の可能性はごくすくないとみていました。しかし、計画はしており、戦争の終り頃には

可能になりそうなことを知っていました。そこで、戦時中に両方の側の物理学者たちのあ

いだで爆弾をつくらないことに同意するある種の協定をつくることが重要と感じられまし

た。しかしわれわれは、たとえは．アメソカの物理学者と接触することは全く不可能でした。

このようなことについてある種の協定に達しうるのは、世界中でニールス・ボーアただ1

人であるというので、われわれはコペンハーゲンにいくことにしました。”

ゴウイング：

“そうです、ボーアはハイゼンベルクと会ったことについて話しました。夜おそく、タ

クシーを待つあいだ、 Houseof Honorのホールで、帰宅する車が来るまで。ホールのまん

なかで、ボーアはひどく興奮しでぐるぐるあるきまわりながら、ハイゼンベルクとの話し

あいを思い出して語りました。”

ワイツェッカー：

“ハイゼンベルクは会談から帰ってきて言いました。『完全な失敗だったと思う。』どう

して？とわたしがきくと『たいへん用心ぷかく原子力の問題について話を始めたのだが、

わたしが何の話をしているかがついにわかったとき、原子爆弾をつくる可能性の話だとわ

かったとき、ボーアはたいへんピックりしてしまって、話しをきくことができなくなって

しまい、本当にわたしが言いたかったことは、一つも言えずじまいだったJ と言いまし

た。”

ゴウイング：

“たいへんピックリ、そのときだけでなく、ボーアはその後もずっとピックりしていま

す。ハイゼンベルクの言ったことの自己矛盾に、そしてまた戦後によくあるウソ八百の言
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われかたに。たとえは．ロパート・ユンクの有名な本「千の太陽よりも明るく Jに書いてある、

この訪問のことをハイゼンベルクを平和主義者として、かれが実際に、「もしすべての科

学者が原子爆弾をつくらないと協定したらJと言ったとか、ハイゼンベルクはたいへん道

徳的な両親に育てられたので戦争のために働くはずはないとか、の話は本当とは思えませ

ん。

ワイツェッカー：

“ボーアは決して理解しなかった、その会談でハイゼンベルクが本当は何をしようと思っ

ていたのかを一生わからずじまいだったとわたしは思います。ボーアはたぶんこう思った

のでしょう。ハイゼンベルクはボーアに対してうそをつくまいとした、われわれが原子爆

弾をつくろうとしていることを告げようとしたのだと思ったのでしょう。しかしこれはハ

イゼンベルクが実際に言いたかったことと正反対でした。’

カギのなかにかくしたメッセージでボーアはイギリスに行って原子爆弾計画で仕事

をするようにと招待された。

バイエルス：

“ニールス・ボーアはジョン－ウィーラーと一緒に核分裂の物理のきわめて良い記述を

与え、それによると、天然ウランでは爆弾はつくれないことがわかって、だれも一安心し

ていました。しかし、わたくしと一緒にパーミンガム大学に来ていて核分裂の実験をして

いたフリッシュが、ある日わたくしに、もしだれかがアイソトープ分離をしたウランの大

量を供給するならば、何がおこるかを話しました。かれは研究の結果、いままで漠然と数

トン程度であろうと思われていたのよりもずっと小さい臨界質量をもつだろう、実際にそ

れを数キログラムであり、また爆発はきわめて強力なものとなろうと結論したのです。こ

れが兵器問題へのわれわれの関心のはじまりでした。もちろんわれわれはドイツがさきに

つくるかも知れないことをたいへんおそれました。それでイギリス政府に計画推進をうな

がしたのです。”

しかしボーアは招待をことわった。かれは原子爆弾の生産は技術的に実行できると

は考えなかった。かれは、この重大な時期にデンマークにとどまることを義務と感じ

ていた。

1943年、ドイツの占領に対する反抗が始まった。ドイツ軍は戒厳令を布告し、ユダ

ヤ人圧迫の法律をデンマークにも適用するにいたった。数日のあいだにデンマーク在

住のユダヤ人はスウェーデンにのがれた。ボーア一家も逃げねばならなかった。スウェ

ーデンからポーアと息子のオーゲとはイギリスに飛行機でのがれた。ボーアの逃亡後、
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ドイツ軍は研究所を占領した。おそらく自国の原子爆弾製造に利用し得るような情報

を発見しようと思ったのであろう。戦争で破壊されたロンドンで、ボーアは原子爆弾

の仕事が強力に遂行されつつあるアメリカへ行くよう頼まれた。

ゴウイング：

“イギリスとアメリカのあいだには一時ある程度の協力関係がありましたが、アメリカ

人は自分だけで万事やれると考え、イギリス人の参加を野まず、イギリス人を閉め出そう

としました。イギリス人は原子力プロジェクトがいかに重要かを知っており、ドイツ空軍

の爆撃下にあるイギリスで、動員力不足になやみつつ自国内で遂行することはできず、ア

メリカのプロジェクトに入れてもらわねばならないことを知っていたので、かれらはたい

へん危機感をもちました。 1943年8月ケベック会談でチャーチルが強引にルーズベルトに

要求した結果、やっとイギリス人はアメリカのプロジェクトに参加を許されたのでした。

それで、ポーアが1943年にイギリスに来たとき、それはいわは．イギリス人にとって重要な

切り札でした。アインシュタインとならぶ世界的大学者ニールス・ボーアがアメリカにお

けるイギリス人チームの一員となるわけだからです。これは、アメリカ人との交渉の際に

大きな力となるものでした。”

ロスアラモスで、ポーアはかれの古くからの共同研究者や友人が大ぜい原子爆弾の

研究にたずさわっているのにおどろいた。

ワイスコップ：

“ロスアラモスにおける大きなイベントの一つはニールス・ポーアを迎えた日でした。

ニールス・ボーアは息子のオーゲを伴なって到着しました。かれらは偽名をつかっていま

した。ニールス・ボーアはニコラス－ベーカー、息子はジム・ベーカーを名のっていまし

た。そしてわれわれはみな、かれのことをアンクル・ニックとよびました。”

パイエルス：

“当局者、ことに原子力プロジェクトの責任者グロープス将軍にはいろいろ心配があり

ました。もしニールス・ボーアがロスアラモスに来ていることが知れわたると、人々はそ

こで何がおこなわれているかを推察するかもしれないからです。”

ボーアは、原子爆弾が事実となる日を思いうかべた。しかしポーアが気をもんだの

は、そのような爆弾が戦後にのこす遠く及ぶ影響についてであった。

ワイスコップ：

“軍事的な準備のこの重苦しい雰囲気のなかで、ボーアの存在はある種の救いでした。
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かれは、これはおそろしい事ではあるけれども、大きな希望にもなり得ること、そのよう

な武器の開発の結果、将来は戦争ができなくなる可能性もあるということを、われわれに

説明しました。

）＇＼イエルス：

“かれは一般的相談役としてこまかい仕事はしませんでしたが、計画の進行に興味をも

ち、人々も自分らがいま何をしているかをかれに説明することを好みました。そしてかれ

は、いくつかの場合、まったく実際的な有益な示唆をしたと、わたしは思っています。”

一生のあいだボーアはいつも公開性と国際的科学協力に熱心だった。かれは、原子

力の解放は影響甚大な見通しをもつものであるから原子力の使用の制御は全世界の共

通の課題であるべきだと考えた。

ワイスコップ：

“もちろん、かれは政治的問題に関する発言を慎重にする必要がありました。一つには

外国人だからであり、もう一つは、問題がデリケートできわどい性質だからです。そこで

われわれは、ボーアをいれないで、いくつかの小グループで、話しあいをしましたが、そ

れは当局に白い眼で見られました。われわれはひたすら仕事をして、政治とか将来計画と

かに触れるべきではないというのが当局の考えでした。しかし、われわれには、あきらか

にその種の議論をする必要もあったし、また実際それをやりました。そして、そういう問

題について考えるための機会と、資料をわれわれに提供したのは、いつもきまってボーア

でした。”

ボーアは自分の関心事をホワイトハウスでルーズベルトに話した。ボーアは、戦争

がすんだあとで原子兵器競争がおこるのをふせぐために、いまのうちにロシアをプロ

ジェクトの仲間にいれるべきであると考えていた。

ゴウイング：

“ロシアのプロジェクトは1942年に、ある若い、ごく若いロシアの物理学者のイニシャ

チプの結果、始まりました。かれは自発核分裂の大発見をし、それに対してスターリン賞

を得ようと思いました。しかしスターリン賞の候補になるためには、その発見が西欧諸国

でもよく評価されていることを証明する必要があります。そこでかれは図書館に行ってア

メリカやイギリスの物理の雑誌にすっかり目を通したところ、核物理に関する論文が一つ

もないことを発見しました。このことからかれは原子力プロジェクトが進行中であるにち

がいないと確信しました。そしてかれはスターリンに、ほかの人はだれもきいてくれない
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のでスターリンに手紙を書きました。それがロシアのプロジェクトのきっかけでした。”

ルーズベルトはボーアの考えを完全に評価して、かれをロンドンに送ってチャーチ

ルと会談させた。けれどもチャーチルの態度はガッカリさせるものだった。かれはロ

シア人に情報を与えることをきらった。

ゴウイング：

“それはチャーチルにとって悪い日の一つだったと思いますのあきらかに彼はたいへん

機嫌がわるかった。ニールス・ボーアの思い出によると、その会見はチャーウェルという

チャーチルの最高科学顧問であり、個人的にも大の親友であった人との口論のすえおこな

われたもので、チャ←チルはなかなかウンとは言わなかったのです。ポーアはあるとき語

りましたが、チャーチルは『貴下に命令する、軍鑑については話しをしないことりと言っ

たのだそうです。ポーアとの会談はきっと最後までこの調子だったのでしょう。チャーチ

ルは実際、話をきかず、ボーアをきらいました。ボーアの温和で、ぼんやりした哲学的表

現と、聞きとりにくいささやきごえは、チャーチルにアピールするたぐいのものではあり

ませんでした。チャーチルは、なにごとでも紙1枚に書くことができ、きわめて簡潔に話

すことができるよう、つねに望んでいました。会談が成功するはずはなかったと言えます。

ボーアはアメリカに帰り、ルーズベルトをたずねた。ルーズベルトは自分自身でチャ

ーチルといちばん早い機会にその問題を話しあおうと言った。ロス・アラモスの科学

者たちの関心はいよいよ高まった。

バイエルス：

“政治家や軍事的指導者にこの新兵器がどんなものか、それのもたらす結果はどのよう

であるかを精密にわからせることは、あまり重要ではないと考えていました。オッペンハ

イマーのような人物がかれらと接触しておこることを知っており、それらのことの説明を

かれにまかせ、そして政治的指導者たちは、責任ある決定をしてくれるだろうと信頼して

いました。それはすこしばかり的はずれのようでした。”

ロシアの科学者カピツァがボーアをロシアに招待する手紙を書いた。その手紙のこ

とをチャーチルは知っていたうえに、いまやポーアはロシアの科学者、ことにカピツァ

と原子力問題で接触するように提案している。ルーズベルトとの秘密会談で、チャー

チルは、ポーアにカピツァから送ってきたその手紙を証拠として、ボーアをスパイと

して告発した。
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ゴウイング：

“ロシアの科学者から手紙をもらったということだけなのに、チャーチルはボーアがた

いへんな犯罪をおかそうとしており、実際、禁固されるべきものでさえあり得ると言いま

した。これはポーアのチャーチルとのインタビューの不幸な物語における不幸な一こまで

した。しかしそれ以上のことはおこりませんでした。それで終わりでした。なぜなら、ボ

ーアは決して不名誉なことは何ひとつ、していなかったからです。．

ルーズベルトが死に、トルーマンが大統領になった。原子爆弾プロジェクトは、ト

ルーマン自身もあまり知らないほど、厳重に秘密にされていた。トルーマンはルーズ

ベルトがボーアと会談したことも知らなかった。ドイツが降伏した後、トルーマン、

チャーチルおよびスターリンはポツダムで会談し、日本との戦争の継続を議論した。

この会合の最中にトルーマンは最初の原子爆弾が爆発実験に成功した報せを受けた。

チャーチルと話した後で、かれはロシア人に対して、アメリカはいまや強力な爆弾を

もち、それを日本に対して使うことができるとだけ、漠然としたことばで伝えた。し

かしスターリンはもっとよく知っていた。

ゴウイング：

“ロシアに亡命したクラウス・フックスは1941年にイキリスのプロジェクトに加わり、

ロス・アラモスにイギリスチームの一員として赴き、ロス・アラモスではたいへん重要な

人物でした。 1943年おそく、かれは知っているかぎりのたくさんの情報をロシア人に伝え

ていたのでした。”

1945年8月6日、ヒロシマに原子爆弾がおとされた。その8月の末に、ニールス・

ボーアはデンマークに帰った。研究所とかれのデンマーク人の同僚は、かれの帰りを

待っていた。かれは新しい日々の生活に復帰した。科学研究が続けられた。しかし世

界は戦争によって、原子爆弾によって変貌した。原子力に関する国際協力を達成しよ

うというボーアの企ては失敗した。しかしかれは新しくつくられた国連に希望を託し

た。国際協力と原子爆弾の相互査察にむけての仕事をつづけた。ことに、国連への公

開状でかれは原子力が使われる時代に人類が直面している重大な問題と大きな責任と

を指摘した。

ゴウイング：

“その公開状が1950年に発表されたのは、朝鮮戦争のときであり、冷戦がひどくなって

いて、その発表にこれ以上不向きな瞬間はあり得ないときでした。そのために、公開状は、

年とった科学者の混乱した思いつきのように見なされる傾きがありました。しかしそれは
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もっとはるかに冷静な判断によるものでした。”

ワイスコップ：

“ボーアはCERNその他の巨大な研究所で大規模におこなわれる大科学を必要とみていま

した。それはかれのライフワークの継続であるからです。かれは、大規模であるだけでな

く、国際的規模であることが必要だと考えていました。科学は国籍や政治のかべをすべて

乗りこえるものだからです。ニールス－ボーアが死んだとき、一つの時代が終りました。

かれは現代科学の偉大な創始者であり、そしてかれの死はある点でかれの一生を象徴して

いました。その死は活動のただなかで起こりました。ある会合の座長をつとめて帰宅し、

自宅でパーティが予定されていて、そのまえに休息のために横たわり、そのまま目をさま

さなかったのです。何という生であり、何という死であることでしょう。”

ゴウイング：

“国連への公開状の内容は、きわめて実際的なものであり、またきわめて理想主義的な

ものでもあります。実際的という点では、かれは原子兵器について実際におきたたくさん

の事を予見しました。かれは原子爆弾を予見し、ついで水素爆弾、化学兵器、生物学兵器

がつくられることや、通信や工学における革命がおこることを予見しました。そして、か

れは、一国がある秘密を長年にわたって保持することなど不可能になりつつあることを、

よく知っていたのだとわたくしは思います。”
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